
図書館長 と香散見草

図 書 館 広 報 課

館長 と図書館のPRを 仕事 とす る広報課のかかわ りあいは 、極めて深い ものである。

広 く開かれた図書館 と大学 の学究の心臓部であ る図書館 とを 目指 しての仕事 は、館長 の釆配 と

理解 とがなければ、一 歩 もの ぞめ ないものである。

故小野村館長 は、私達広報課の 人間以上PRの 仕事 とは何か を、理解 されてい らっ しゃった様

に思 う。それは、館報 創刊号の挨拶文に も明確 な言葉 であ らわされてい る。

『定期刊行物 である図書館報 は、本来 自館の活動 を館 外 ・学外に伝 える広報活動 の一つ であ り、

図書館活動 の紹 介 ・PR誌 としての性格 をもつ ものである。即 ち、 自館 の設備案 内、諸種の催

し、館内の利用案 内、要覧 、他館 との連繋 ・相互利用の状況 、事 業報告書 の作成 、所蔵資料の

紹介等々の他 、基本 的には館報交換の場 として、利用者側或 いは館側 か らの図書館の積極的利

用のための媒体 と考 えてゆ くこ とに意味 をもつ のである。』と。

企画の段階か ら原稿の集 ま り、刷 り上 がった館報の脱字 、誤字 に まで編集経験 に力の ない私達

に、顔 を合 わせ ておっ しゃるこ とは、いつ も 略結果 は後か らついて くる物 、あせ らず とにか く

出 し続ける事。 それが大事ζ今 さらなが らによ く考 える と、 これは館長の思 いや りと励 ましの

言葉 ではなか ったのか と、確心 す る。それに して も、館報 香散 見草が 発行 され 、形にな って一

番喜 んで下 さったのが館長 である。

最 後にお会 い したのが いつだったか今 となっては記憶 の中に埋 れて しまい 、お もいだせ そ うに

もないが 、 しか し、最 後のお言葉 は、はっき り覚 えている。'いい館報 を作 って下 さい よ"と 、

"い い館報
、いい館報"と 口の中で反鵠 してみ る、重 い言葉 である。'いい館報"。決 して忘 れは

しないであろう。
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